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で

広
告

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。

人口の動き（前月比）　※8月末現在
総人口 22,270人（－32） 世帯数 7,895世帯
男性 10,655人（－12） 出生 7人 死亡 30人
女性 11,615人（－20） 転入 22人 転出 31人

8月の交通事故（前年比）
事故 23件（－12）
死者 0人（－1）
負傷者 10人（＋5）

９月の納税
国民健康保険税（2期）
納期限 9月30日㈭
口座振替 9月27日㈪



　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、福井県独自の「福井県緊急事態宣言」を
発令しています。（9月6日現在）新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ワクチン接種の検討、「マスク
の着用」「人との距離は１ｍ以上」「こまめな手洗い・手指消毒」など感染対策の再徹底をお願いします。

・強い危機感をもって一人ひとりの行動見直しを
「おはなしはマスク」の再徹底・県境をまたぐ旅行や帰省などは原則中止または延期を
同居家族以外との不要不急の外出は慎重に・換気や手指消毒など基本的な感染対策の徹底
早期のワクチン接種の予約

・職場や学校など集団生活の感染対策を再徹底
感染拡大は経営上の大きなリスク。トップが感染対策を徹底
職場外のプライベートにおいても、感染対策を徹底するよう周知
ワクチン接種を受けやすい環境づくり

子どもたちが家庭内で感染し
学校などで感染が広がる恐れがあります
いま一度、緊張感をもって行動の見直しを

新型コロナウイルス感染症

10月31日までの市主催イベントの実施について

勝ち山飯お座敷体験事業　クーポン利用期間を延長します

　子どもたちへの新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、10月31日までに実施予定であった市が
主催する行事や事業について、下記のとおり対応することになりました。

対 応 行事・事業内容

中 止
野向町敬老会、勝山地区敬老会、市民体育大会相撲競技会、勝山市内駅伝競争大会、
鹿谷町自衛消防訓練、えちぜん鉄道電車運転体験、各地区町民運動会・体育祭、
北谷町敬老会、平泉寺町文化祭、三室まつり（遅羽町文化祭）、産業フェア

延 期 盆踊り、道の駅イベント　※実施日は未定
オンライン開催 Eスポーツイベント　※10月24日㈰開催予定
開 催 市民総合文化祭　※10月30日㈯・31日㈰開催、芸能発表：小学生は不参加

　当初8月末まで実施予定であった「勝ち山飯お座敷体験事業」ですが、県内での新型コロナウイルスの感染
状況を踏まえ、9月30日㈭まで期間を延長することになりました。地域経済の活性化を支援するためにも、
この機会にぜひお座敷料理をご体験ください。
クーポン券の利用方法▶
1. 対象店舗にて1人あたり4,000円（税抜）以上の食事をする
2. 会計時にクーポン券に氏名、住所を記入する
3. 市民1人あたり2,000円の割引が受けられる
※福井県「県民行動指針」に基づき、3人または4人のグループが対象になります
問商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）　☎88 ｰ 8105

対象店舗など
詳しくはこちら

3 　　 広報かつやま９月号 №802

接種費用

無料
コロナウイルス
ワクチン接種に関するお知らせ
問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

新型コロナウイルスワクチン接種状況　（9月5日現在)
　ワクチンには高い発症予防効果と重症化予防効果が認められています。ワクチン接種は、家族や友人、
職場の同僚など周囲の人の命と健康を守ることにつながります。12歳未満の子どもたちは、ワクチン接種
を受けることができません。子どもたちを守るためにも、早めのワクチン接種をご検討ください。

勝山市コールセンター
☎ ６ ４ ｰ ５ ５ ４ ３
全日午前9時～午後5時 LINE受付はこちら

キャンセル待ち接種を募集
　体調不良などの理由によるワクチン接種の急な
キャンセルに対応するため、キャンセル待ち接種
にご協力いただける方を募集します。
対象▶ 勝山市内で12歳以上の新型コロナウイル

スワクチン未接種の方
受付▶電話でのみの受け付けになります
※ワクチン接種を予約済みの方も申し込み可能
※ キャンセル待ち接種となるため、受け付けた方
全てにご案内できるとは限りません

ワクチン接種の予約
キャンセル待ちは
こちらまで連絡を

すこやかでの集団接種を終了
　現在進められているワクチン接種ですが、福祉
健康センターすこやかでの集団接種については、9
月19日㈰で一旦終了します。今後は、市内の医療
機関での個別接種を中心に実施します。

日曜日のワクチン接種を終了
　たけとう病院での9月26日㈰の接種をもって、
日曜日のワクチン接種を一旦終了します。予約に
空きがあるので、この機会にご検討ください。

対象年齢
※今年度中に達する年齢

対象者数 予約済者数 １回目接種済者数 2回目接種済者数

65歳以上 8,650人 7,798人（90.2％） 7,767人（89.8％） 7,607人（87.9％）

60歳～ 64歳 1,631人 1,476人（90.5％） 1,476人（90.5％） 1,403人（86.0％）

50歳～ 59歳 2,569人 2,186人（85.1％） 2,186人（85.1％） 1,988人（77.4％）

40歳～ 49歳 2,638人 2,021人（76.6％） 2,021人（76.6％） 1,596人（60.5％）

30歳～ 39歳 2,067人 1,315人（63.6％） 1,246人（60.3％） 808人（39.1％）

20歳～ 29歳 1,746人 1,137人（65.1％） 693人（39.7％） 441人（25.3％）

12歳～ 19歳 1,398人 977人（69.9.％） 775人（55.4％） 643人（46.0％）

合　計 20,699人 16,910人（81.7％） 16,164人（78.1％） 14,486人（70.0％）
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持続可能なまちへ持続可能なまちへ

みんなでつくる

みらいの勝山みらいの勝山
「～未来のまちづくりを考えよう～市民意見交換会」を開催しました。「～未来のまちづくりを考えよう～市民意見交換会」を開催しました。

市
民
意
見
交
換
会

　

令
和
３
年
度
末
策
定
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
「
第
６
次
勝
山
市
総
合
計

画
」
お
よ
び
総
合
計
画
の
大
き
な
政
策

の
一
つ
と
な
る
「
中
学
校
再
編
計
画

（
案
）」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た

め
、
７
月
28
日
〜
８
月
27
日
に
か
け
て

市
内
全
10
地
区
で
、
市
民
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
の
参
加
者
は
３
６
６
人
で
、

意
見
交
換
会
の
様
子
を
中
継
し
た
ラ
イ

ブ
配
信
動
画
の
視
聴
回
数
は
８
３
６
回

（
８
月
31
日
現
在
）で
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
資
料
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
よ
り
い
た
だ
い
た
ご

意
見
・
ご
提
案
を
踏
ま
え
両
計
画
の
基

本
的
な
考
え
方
・
方
向
性
を
定
め
て
い

き
ま
す
。

市ホームページ

いただいた主なご意見
・ 人口減少、少子高齢化における地域およびコミュニ
ティのあり方を考えるべき
・雪に強い生活道路の維持管理が重要
・若者などが"働きたくなる"働く場の創出が必要
・元気な高齢者が活躍、交流できる場の創出が必要
・ 少子高齢化における農業のあり方について考えるべき
・若者のアイディアを活かす仕組みづくりが重要
・恐竜を核とした観光政策、経済活性化を進めるべき
・市民と一緒に進める総合計画にしてほしい
・ 今回のような市民意見交換会のようなことを毎年度実
施すべき

・録画配信
・当日資料
・応募フォーム
　などはこちら

第6次勝山市総合計画策定に向けた今後の予定
内　　　容 時　期

まちづくりに関する意見・提案募集 9月末まで

総合計画骨子のパブリックコメント 10月～ 11月

総合計画（案）パブリックコメント 1月～ 2月

総合計画（案）議会上程～議決 3月

ご
意
見
・
ご
提
案
の
募
集
は

9
月
30
日
㈭
ま
で
お
受
け
し
て
い
ま
す

7月28日開催　猪野瀬地区の様子

8月27日開催　勝山地区の様子
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勝
山
市
内
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
農
家
さ

ん
を
紹
介
し
、
市
内
外
の
幅
広
い
世
代
の

方
に
農
業
へ
の
関
心
や
市
内
で
採
れ
る
農

作
物
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①

応
援
し
た
い
農
家
さ
ん
に

投
票
し
よ
う

　

勝
山
市
在
住
の
男
女
各
5
人
の
農
家

さ
ん
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
紹
介
し
ま

す
。
作
っ
て
い
る
農
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、

各
農
家
さ
ん
の
人
と
な
り
、
農
業
に
対
す

る
想
い
な
ど
を
紹
介
し
地
元
農
家
さ
ん

の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　
「
応
援
し
た
い
」
と
感
じ
た
農
家
さ
ん

に
ぜ
ひ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら

抽
選
で
「
農
業
男
子
・
農
業
女
子
が
作
っ

た
勝
山
産
の
農
作
物
詰
め
合
わ
せ
」
と

「
い
ち
ほ
ま
れ
」を
各
10
人
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

投
票
期
間
▼
9
月
17
日
㈮
〜
11
月
30
日
㈫

※
投
票
結
果
は
12
月
中
旬
発
表
予
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②

勝
山
高
校
生
考
案
レ
シ
ピ
で

勝
山
産
農
作
物
を
P
R

　

勝
山
高
校
の
生
徒
が
勝
山
産
の
野
菜

を
使
っ
た
キ
ッ
シ
ュ
の
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、
市
の
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
で
キ
ッ

シ
ュ
の
調
理
動
画
を
公
開
予
定
で
す
。
お

楽
し
み
に
‼

問
農
林
政
策
課（
市
役
所
1
階
）

☎
88
‐
8
1
0
6

9月17日9月17日㈮㈮スタート!!スタート!!
みんなでみんなで「「農業男子・農業女子農業男子・農業女子」」をを応援応援しようしよう‼‼

プロジェクトの
詳細はこちら
※9月17日公開
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当
時
の
町
並
み
を
伝
え
る
「
元
禄
時
代

勝
山
町
図
」（
市
指
定
文
化
財
）。
こ
の
絵

図
に
描
か
れ
た
七
里
壁
を
み
る
と
、
勝
山

城
へ
と
向
か
う
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
大

手
坂
（
現
在
の
商
工
会
議
所
裏
）
の
南
側

に
石
垣
ら
し
き
表
現
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

勝
山
城
下
町
で
は
、
こ
の
七
里
壁
を
境

に
上
の
段
丘
面
に
城
や
武
家
屋
敷
、
下
の

段
丘
面
に
寺
社
、
町
屋
を
配
置
し
、
城
下

町
を
築
い
て
い
ま
す
。七
里
壁
の
石
垣
は
、

勝
山
城
下
町
の
見
栄
え
や
七
里
壁
の
崩

壊
を
防
ぐ
目
的
な
ど
か
ら
、
長
い
年
月
を

か
け
て
、
現
在
の
よ
う
な
石
垣
に
整
え
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

七
里
壁
の
石
垣
は
勝
山
城
下
町
の
繁

栄
を
伝
え
、
今
も
独
特
の
景
観
を
つ
く
り

だ
し
て
い
ま
す
。

＊
河
岸
段
丘
と
七
里
壁

　

勝
山
の
河
岸
段
丘
は
、
数
万
年
前
に
主

に
九
頭
竜
川
の
浸
食
と
堆
積
、
土
地
の
隆

起
が
繰
り
返
さ
れ
て
形
成
さ
れ
、
２
〜
３

段
の
平
ら
な
面（
段
丘
面
）と
急
な
崖（
段

丘
崖
）が
見
ら
れ
ま
す
。

　

急
な
崖
は
、
九
頭
竜
川
に
沿
っ
て
勝
山

か
ら
永
平
寺
町
ま
で
断
続
的
に
約
20
数

㎞
続
き
、

総
称
し
て

「
七
里
壁
」

と
呼
ば
れ

て
い
ま

す
。

勝山市街地の模式的な地形断面図

旧勝山城下の七里壁は
市の指定文化財に
　令和３年５月には、旧勝山城下の
範囲に含まれる約1.5kmの七里壁の
内、石積み部分の約800ｍを市の指
定文化財として指定しました。
　市民の生活を守り、市の良好な景
観をたもつために、末永く保護をし
ていきます。
問史蹟・文化課（教育会館2階）
　☎88-8113

勝山城博物館・勝山市連携第7回共催展
城下町「勝山」～江戸時代の祭
礼と災害から探る～　開催中
　江戸時代の人々が描き、書き記し
てきた城下絵図や町年寄日記など、
勝山の城下町を知ることができる貴
重な史料が展示されています。

期　間▶10月3日㈰まで
　　　　（水曜日は休館日）
ところ▶勝山城博物館
入館料▶大人700円
　　　　小中高生260円
問勝山城博物館　☎88 ｰ 6200

① 伝統的な町屋が残る
本町どおり/勝山の
町並みは、七里壁を
巧みに取り込んでい
ます。七里壁の上に
は城や武家屋敷、下
には町家や寺院が配
置されています。
② 市内に残る大清水
（本町２）/勝山城下
町に湧き出す伏流水
のひとつです。かつ
ては、神明神社、国
泰寺、岸の下、義宣
寺など石垣下にも湧
水があり、勝山は水
の町だったのです。
③ 義宣寺横の石垣/九
頭竜川の川原石が５
～６ｍ程きれいに積
み上げられていま
す。

特集　旧勝山城下町を探る

２

3
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特集 日本遺産　福井・勝山　石がたり

築かれた旧勝山城下町を探る
　令和元年5月に日本遺産として認定を受けた「福井・勝山　石がたり」
　今月の特集では、日本遺産の構成文化財でもある旧勝山城下町のはじまりや七里壁
に築かれた石垣の理由などを探りながら、勝山の町並みの魅力について考えます。

勝
山
城
下
町
の
は
じ
ま
り
と

七
里
壁
の
石
垣

　

１
５
８
０
年
（
天
正
８
）
年
に
柴
田
勝

安
が
勝
山
（
当
時
は
袋
田
村
）
に
城
を
築

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
勝
山
城
下
町
の
は
じ

ま
り
で
す
。

　

勝
山
城
下
町
は
、
九
頭
竜
川
が
つ
く
り

出
し
た「
河
岸
段
丘（
＊
）」と
い
う
地
形
を

利
用
し
て
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
の
様
子
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
１
６
０
０
年
頃
ま
で
に
は
袋
田

町
、
郡
町
、
後
町
の
3
つ
の
町
が
で
き
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
郡
町
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
、
村
岡
山
城
の
麓
、
郡
村
か
ら
移

住
し
て
き
た
人
々
が
住
ん
だ
よ
う
で
す
。

さ
て
、
勝
山
で
は
、
な
ぜ
七
里
壁（
＊
）に

石
垣
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

１
６
９
１
年
（
元
禄
４
）
に
小
笠
原
貞

信
が
入
り
、
勝
山
藩
が
成
立
し
ま
し
た
。

日本遺産の
詳細はこちら

元禄時代勝山町図（市指定文化財）

1

問史蹟・文化課（教育会館２階）　☎88 ｰ 8113
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見方で変わる　七里壁に　
～主なポイントを　　

つちカフェ（本町4）

土
つち
谷
や
啓
けい
子
こ
 さん

（ みつばち文庫・勝山
おはなしの会代表）

地域で暮らす人々も大切な遺産
次の世代に「勝山で育って良かった、地域が好

きだ」という想いをつなげられるのは、地域で暮
らす人々の存在が大きいです。それは七里壁な
どの日本遺産と同様に大切なものだと思います。
カフェや絵本の読み聞かせ、昔話のおはなし会

なども地域に暮らす人が、地域に愛着を持つきっ
かけになってもらえたら、と活動を続けています。
　日本遺産フェスティバルなど、地域の活動にで
きる限り参加していきたいと思います。

日本遺産フェスティバル　開催（予定）
　石をテーマにした日本遺産の魅力を多くの
方に知ってもらう機会として、フェスティバ
ルの開催を予定しています。
と　き▶11月20日㈯・21日㈰
ところ▶本町通り周辺　
内　容▶ 石をテーマとしたワークショップ　

など

特集　旧勝山城下町を探る

　

義宣寺

「石の形と並べ方」「石の形と並べ方」（義宣寺）（義宣寺）
　丸い川原石を斜めに寝かせながらしっ　丸い川原石を斜めに寝かせながらしっ
かりと組み合わせ、規則正しく丁寧に積みかりと組み合わせ、規則正しく丁寧に積み
重ねた美しい石垣をみることができます。重ねた美しい石垣をみることができます。

注目
ポイント

勝山公民館職員
（市民会館前（勝山城跡））

日本遺産の認定は、地
域のことを見つめ直す良
いきっかけです。
　地域の歴史や文化を活
かしながら、勝山の良さ
を一緒に広めていきま
しょう。

9 　　 広報かつやま９月号 №802

見方で変わる　七里壁に　築かれた石垣の魅力築かれた石垣の魅力
ご紹介します～

自信をもって勝山を世界の人々へ
　普段見慣れた景色が日本遺産に登録されたと
聞いたときは驚きましたが、木の文化が主流の
日本において、石がテーマの日本遺産はとても
興味深く、勝山の歴史や文化を調べると、外国
の方にも興味を持ってもらえる可能性は十分に
あると考えています。
　コロナ禍が収束し、外国の方を案内する機会
がきたときは、自信をもって地元勝山のことを
紹介していきたいと思います。

福井県通訳案内士協会
会長

鷲
わし
田
だ
智
とものり
憲 さん

㈱カウベル・コー
ポレーション（福井市）
編集ライター

齊
さいとう
藤 理

り こ
子 さん

思わず撮影したくなる勝山の風景
　昨年、日本遺産のモニターツアーに参加し、
初めて勝山の町を歩きました。思わず写真を
撮ってしまう町並みや風景、建物があり、勝山
はこんなに素敵なところなんだと感じました。
　市外の方が勝山を訪れた時、市民のみなさん
に自信をもって地域を紹介していただけると、
より一層勝山を好きになると思います。素敵な
町並みや風情が残る勝山を、暮らす方たちが楽
しむ気持ちで発信してください。

神明神社

岸の下

～～

「防災機能」「防災機能」（神明神社）（神明神社）
　川の浸食により形成される河岸段丘の崖　川の浸食により形成される河岸段丘の崖
は、そのままでは崩れてしまいます。昔のは、そのままでは崩れてしまいます。昔の
人は、石垣を築いて地形を安定させること人は、石垣を築いて地形を安定させること
で、安心して住むことができたでしょう。で、安心して住むことができたでしょう。

「積み上げた石の高さ」「積み上げた石の高さ」（岸の下）（岸の下）
　約５～７ｍの高さに崖に沿って、石　約５～７ｍの高さに崖に沿って、石
を垂直に積み上げています。下から見を垂直に積み上げています。下から見
上げれば、まるで石壁のようです。上げれば、まるで石壁のようです。

注目
ポイント

注目
ポイント

旧勝山城下町の
魅力について
インタビュー
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ランタンに照らされて　旧木下家住宅
■8月21日　北郷町上野区

　国の重要文化財「旧木下家住宅」で開催された観月
の会。ランタンに照らされた古民家、ジャズとタップ
ダンスの共演が、心地よい空間を作り出しました。

にぎやか　谷のはやし込み行列
■8月15日　北谷町谷区

　北谷町谷区の伝統行事「谷のはやし込み行列」が行
われ、軽快なお囃子にあわせて、さまざまな仮装を
した行列が練り歩きました。

勝山市で開催　インターハイ登山競技
■8月20～22日　三頭山、取立山ほか

　北信越地域で開催された令和3年度全国高等学校
総合体育大会（インターハイ）。登山競技が、市内の
三頭山、取立山などで行われました。

ボランティアで遊具を塗装
■8月7日　鹿谷小学校

　奥越塗装工業協同組合勝山支部による鹿谷小学校
の遊具を塗りなおす奉仕作業が行われ、塗装が剥げ
てしまった遊具がカラフルに生まれ変わりました。

光のメッセージ　子どもたちの灯
あか

り
■8月13、14日　教育会館

　成器南小学校、成器
西小学校の児童が描い
た絵やメッセージをあ
んどんにして展示する
「子どもたちの灯

あか
り」。

来場者は、たくさんの
あんどんが作り出す幻
想的な雰囲気の中、描
かれた絵やメッセージ
をじっくりと鑑賞して
いました。

八月八日は屋根の日　屋根を無料修繕
■8月8日　ゆめおーれ勝山

　福井県屋根工事業共同組合および瓦屋根診断技師
会によるゆめおーれ勝山の瓦屋根の無料診断、無料
修繕が行われました。
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

8
月
28
日
、
勝
山
高
校
２
年
生

の
内
田
さ
ん
と
吉
田
さ
ん
は
、
全

国
の
高
校
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
競
う
「
全
国
高
校

生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園
」
で
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

29
都
道
府
県
か
ら
4
0
9
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
10
チ
ー
ム
が
決
勝

に
進
ん
だ
本
大
会
。
2
人
で
磨
き

を
か
け
た
プ
レ
ゼ
ン
で
決
勝
で
も

自
分
た
ち
の
思
い
を
伝
え
き
り
ま

し
た
。

「
限
ら
れ
た
時
間
内
に
、
自
分
た

ち
が
伝
え
た
い
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
る
こ
と
が
大
変
で
し

た
」
と
話
す
内
田
さ
ん
。
今
回

の
結
果
に
悔
し
さ
も
あ
る
そ

う
で
す
が
、「
自
分
た
ち
の
プ

レ
ゼ
ン
が
認
め
ら
れ
、
自
信

が
つ
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　

主
に
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
し

た
吉
田
さ
ん
は
、
伝
え
た
い

内
容
に
あ
う
イ
ラ
ス
ト
を
描

く
の
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す

が
、「
自
分
た
ち
の
伝
え
た
い

こ
と
を
適
確
に
伝
え
る
技
術

を
学
べ
、
大
会
に
参
加
し
て

良
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
、

２
人
と
も
充
実
し
た
表
情
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

2
人
の
熱
い

想
い
が
詰
ま
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
は

必
見
で
す
。

２
人
で
魅
せ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（左）内
うちだ
田 凱

かいと
翔さん、（右）吉

よしだ
田 慎

しんのすけ
之介さん

プレゼン発
表の動画は
こちら

決勝大会の様子

　

現
在
日
本
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
が
43
地

域
あ
り
ま
す
。今
回
は
そ
の
中
の
一
つ
、

伊
豆
大
島
全
域
（
東
京
都
大
島
町
）
を

エ
リ
ア
と
す
る
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
豆
大
島
を
含
む
伊
豆
諸
島
は
、
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
火
山
島
で
す
。
伊
豆
大

島
の
最
高
峰
三み
は
ら
や
ま

原
山
の
標
高
は
7
5
8

メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
海
底
部
分
ま
で
含

め
る
と
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高

さ
に
な
り
ま
す
。
数
十
万
年
に
わ
た
る

火
山
活
動
の
結
果
、
溶
岩
や
火
山
灰
な

ど
が
積
み
重
な
る
こ
と
で
、
海
面
に
頭

を
出
し
て
島
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

伊
豆
大
島
に
は
、
生
々
し
い
火
山
活

動
の
痕
跡
を
見
ら
れ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
地
層
大

切
断
面
で
す
（
写
真
）。
高
さ
24
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
約
6
0
0
メ
ー
ト
ル
に

渡
っ
て
露
出
す
る
こ
の
地
層
は
、
昭
和

28
年
の
道
路
建
設
工
事
中
に
偶
然
発
見

さ
れ
た
も
の
で
す
。
一
見
、
褶

し
ゅ
う
き
ょ
く

曲
（
地

層
が
で
き
た
後
に
力
が
加
わ
っ
て
曲

が
っ
た
変
形
し
た
状
態
）
し
た
よ
う
に

見
え
る
地
層
で
す
が
、
実
は
こ
の
地
層

は
約
20
万
年
の
間
の
1
0
0
回
以
上
の

爆
発
的
な
噴
火
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
火

山
灰
や
ス
コ
リ
ア
（
暗
色
を
し
た
軽
石

の
よ
う
な
多
孔
質
の
噴
出
物
）、
火
山

弾
が
元
々
の
地
形
面
に
平
行
に
積
み
重

な
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

離
島
と
い
う
地
理
的
に
隔
絶
さ
れ
た

環
境
で
は
、
独
特
の
文
化
が
育
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
く
さ
や
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
初
期
、
水
に

乏
し
く
水
田
を
作
れ
な
か
っ
た
伊
豆
大

島
で
は
、
米
の
代
わ
り
に
塩
で
年
貢
を

納
め
て
い
ま
し
た
。
塩
の
取
り
立
て
が

厳
し
く
、
干
物
を
作
る
た
め
の
塩
も
節

約
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
魚
を
つ
け
込
む
塩
水
も
捨
て
る
の
で

は
な
く
、
塩
と
水
を
少
し
ず
つ
つ
ぎ
足

し
な
が
ら
使
用
す
る
う
ち
に
魚
か
ら
出

た
成
分
が
発
酵
し
て
、
独
特
の「
く
さ
や

液
」が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
山
と
そ
れ
が
生
み
出
し
た
独
特
の

文
化
を
楽
し
め
る
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
ぜ
ひ
再
訪
し
て
み
た
い
ジ
オ

パ
ー
ク
の
一
つ
で
す
。

町
まち
澄
すみあき
秋

他地域のジオパーク紹介
「伊豆大島ジオパーク」

地層大切断面

ジオパークまちづくり課
主査（学芸員）
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農
地
に
関
す
る
こ
と　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ご
紹
介

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
88
‐
８
１
１
５

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
と

し
て
、
ま
た
地
域
の
世
話
役
と
し

て
皆
さ
ん
か
ら
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
、
贈
与
、
貸
し
借

り
、
転
用
等
は
農
業
委
員
会
の
許

可
が
必
要
で
す
。
農
地
に
関
す
る

こ
と
は
、
お
近
く
の
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

お
守
り
い
た
し
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
な
ど
、
現
場
を
中
心
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

会長
松村 勘兵衞 氏

職務代理者
辻　尊志 氏

氏　名 担当区域
(会長)
松村勘兵衞

西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口、保田、杉俣、
志田、発坂、保田出村

（職務代理者)
辻　　尊志 赤尾、岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、上野

北山　謙治 元町、昭和町、旭町、立川町、本町、栄町、沢町、芳野町

酒井　清泰 大袋新道、蓬生、中島、千代田、比島

須見　則雄 松田、田名部、布市、清水島、北新在家、別所、新保、松ヶ崎、境、
戸倉、西ヶ原、新道、細野口、北宮地、堀名、中清水、伊波、妙金島

髙野　　忍 滝波町、郡町、五本寺、黒原、栃神谷、暮見、寺尾、浄土寺、長山町
滝本　和子 中尾、北六呂師、河合、木根橋、小原、谷、杉山、中野俣

田中　政男 龍谷、竹林、聖丸、深谷、薬師神谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉

牧野　昌久 下荒井、嵭崎、大袋、北山
山内百合子 平泉寺、笹尾、大渡、壁倉、神野、経塚

山口　拓雄 猪野口、若猪野、高島、西高島、毛屋、毛屋町、猪野、片瀬、片瀬町、
旭毛屋町、岡横江

吉田　武博 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、伊知地、
坂東島、上野

区域 氏名 担当区域

第1区
横山　定守 別所、境、戸倉、西ヶ原、新道、細野口、北宮地、堀名、中清水、

妙金島
坂上　信雄 北新在家、松田、田名部、布市、清水島、新保、松ヶ崎、伊波

第2区 田中　昭司 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、伊知地、
坂東島、上野

第3区 吉田　新一 保田、西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口、杉俣、
志田、発坂、保田出村

第4区 前田　壽夫 滝波町、郡町、五本寺、黒原、栃神谷、暮見、寺尾、浄土寺、長山町

第5区 松井　喜治 龍谷、竹林、聖丸、深谷、薬師神谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉、中尾、
北六呂師、河合、木根橋、小原、谷、杉山、中野俣

第6区
松田　数実 赤尾、笹尾、大渡、壁倉、岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、経塚、上野
林　　博史 平泉寺、神野

第7区 廣瀬　介治
元町、昭和町、旭町、立川町、本町、栄町、沢町、芳野町、猪野口、
若猪野、高島、西高島、毛屋、毛屋町、猪野、片瀬、片瀬町、
旭毛屋町、岡横江

第8区 鳥山　義昭 下荒井、嵭崎、大袋、大袋新道、北山、蓬生、中島、千代田、比島

勝山市農業委員 （敬称略）

勝山市農地利用最適化推進委員（農業委員と連携し地域で現場活動を行います） （敬称略）

新
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市
制
施
行
記
念
日
の
9
月
1
日
、
教
育

会
館
で
「
勝
山
市
表
彰
式
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
方
自
治
や
産
業
な
ど
の
各
分
野
で

功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
、
水
上
市
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
令
和
33
年
度　

勝
山
市
表
彰
式

年
度　

勝
山
市
表
彰
式

山や
ま

岸ぎ
し

正ま
さ

裕ひ
ろ

（
76
）

＝
元
町
３
丁
目
＝

　

長
年
に
わ
た
り
市
長
と
し
て
安
定
し

た
市
政
運
営
に
尽
力
し
、
地
方
自
治
の
振

興
と
勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

今い
ま

井い

克か
つ

己み

（
64
）

＝
郡
町
２
丁
目
＝

瀬せ

戸と

誠せ
い

一い
ち

（
62
）

＝
昭
和
町
３
丁
目
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所
常

議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
商
工
業

の
発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

松ま
つ

村む
ら

勘か
ん

兵べ

衞え

（
72
）

＝
鹿
谷
町
北
西
俣
＝

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
会
長
と
し

て
そ
の
要
職
を
務
め
、
農
地
保
全
に
努
め

る
な
ど
農
業
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

前ま
え

田だ

壽す
み

夫お

（
69
）

＝
村
岡
町
黒
原
＝

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
を
務
め
、
農

地
保
全
に
努
め
る
な
ど
農
業
行
政
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
た

本ほ
ん

夛だ

順じ
ゅ
ん

治じ

（
73
）

＝
鹿
谷
町
本
郷
＝

　

長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
理
事
と
し

て
土
地
改
良
事
業
に
尽
力
し
、
農
業
行
政

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

白し
ろ

木き

正ま
さ

男お

（
80
）

＝
栄
町
３
丁
目
＝

江え

戸ど　

し
お
り
（
29
）

＝
旭
町
１
丁
目
＝

前ま
え

澤ざ
わ

友ゆ
う

作さ
く

（
45
）

＝
千
葉
県
＝

渡わ
た

邉な
べ

哲て
つ

男お

（
49
）

＝
東
京
都
＝

　
市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た

地
方
自
治
功
労

産
業
功
労

消
防
・
交
通
功
労

社
会
公
益
功
労

林は
や
し　

　
　

照て
る

郎お

（
62
）

＝
旭
町
２
丁
目
＝

四よ

方も

真し
ん

二じ

（
62
）

＝
鹿
谷
町
北
西
俣
＝

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
献
身
的

な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高
揚
、
災
害
防
止

に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

石い
し

橋ば
し

政ま
さ

光み
つ

（
68
）

＝
野
向
町
聖
丸
＝

　

長
年
に
わ
た
り
聖
丸
農
家
組
合
長
を
務

め
る
と
と
も
に
、
勝
山
地
区
農
家
組
合
長

会
長
会
の
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
農
業
行
政

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
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＊
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構
造

の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
。
毎
年
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
、
必
ず
支
払
う
経
費
の

割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共
団

体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
。

　

一
般
の
家
庭
に
例
え
る
と
、

子
ど
も
が
別
居
し
て
い
る
場

合
、
標
準
的
な
生
活
費（
家
賃

や
食
費
な
ど
）に
対
す
る
標
準

的
な
収
入
（
給
料
な
ど
）
の
割

合
で
す
。
な
お
、
標
準
的
な

生
活
費
と
標
準
的
な
収
入
の

差
額
で
不
足
が
生
じ
る
と
親

か
ら
の
仕
送
り
（
普
通
交
付

税
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模（
地
方
公
共
団
体
が
自

由
に
使
え
る
財
源
の
標
準
的

な
収
入
）に
占
め
る
割
合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全
会

計
（
一
般
会
計
な
ど
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
を

含
む
）の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債
な

ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
債

務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高
（
親
が
肩
代

わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、
家

族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な
ど

に
係
る
経
費
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
財
源
（
貯
金
な
ど
）
を
差
し

引
い
た
額
が
、
そ
の
年
の
給

料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程
度

占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
す
。

合計125億4,746万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
568万円
1万円
0万円

2,437万円
34万円

3,569万円
102万円
0万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

1億9,320万円
10億7,419万円
1億8,208万円
23億5,733万円
3億5,139万円
28億1,472万円

848万円
4,780万円

1億8,752万円
10億7,418万円
1億8,208万円
23億3,296万円
3億5,105万円
27億7,903万円

746万円
4,780万円

27億2,988万円

市民税
11億6,635万円
（42.7%）

固定資産税
11億9,337万円
（43.7%）

軽自動車税
8,178万円（3.0%）

市たばこ税
1億4,375万円（5.3%）

入湯税
1,118万円（0.4％）

都市計画税
1億3,345万円（4.9％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計

下水道事業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特
別
会
計

125億4,746万円

52億6,502万円

12億7,643万円

4,090万円

191億2,980万円

（令和3年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
うち財政調整基金
うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万8,015㎡
2,254万8,776㎡
30万7,272㎥

30億0,705万円
16億1,960万円
13億8,745万円

2,951㎡
3億1,400万円
3億8,151万円
2億4,405万円

民生  1億1,937万円
衛生　2億4,121万円

農林水産
5億2,582万円

土木

土木

土
木 （公園）

7,945万円教育

その他
5億5,783万円

消防 3億7,755万円

15億4,843万円

臨時
 財政対策債
47億
9,664万円

商工 3億4,879万円

（都市計画）
26億5,266万円

（道路橋りょう・住宅）
12億9,972万円

計 名 歳入決算額

特別会計特別会計

勝　 山 　市

R2
年
度

R1
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

92.7％

経常収支比率

92.5％
92.6％

財政力指数
＊ ＊

0.44
県内9市平均 93.2％ 0.64

0.44
0.64

全  国  平  均 93.0％ 0.64

財 政 健 全 化 判 断 比 率
＊ ＊ ＊ ＊

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.01

連結実質赤字比率

－－－
19.01

実質公債費比率

8.5
25.0

将来負担比率

79.8
350.0

県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 8.5 76.6
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令
和
令
和
22
年
度
の
決
算
状
況

年
度
の
決
算
状
況

　

市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
2
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
総　

括
●

　

令
和
２
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
６

１
億
９
８
５
万
円
、
歳
出
が
１
５
６
億
２
３
４
８
万
円
と

な
り
、
歳
入
で
30
・
５
％
の
増
、
歳
出
で
29
・
７
％
の
増

（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
歳
入

歳
出
の
差
引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
財
源
１
億
９
３
０
６
万
円
を
引
い
た
２
億
９
３
３

１
万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳　

入
●

　

市
税
は
、
３
・
２
％
減
の
27
億
２
９
８
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
個
人
市
民
税
で
は
、
納
税
義
務
者
数

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ
び
税
率
引
下
げ
の
影

響
な
ど
に
よ
り
法
人
市
民
税
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
１
月
の
大
雪
の
影
響
に

よ
り
市
道
除
排
雪
経
費
な
ど
の
特
殊
財
政
需
要
分
が
大
幅

に
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
４
・
３
％
増
の
43

億
９
１
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
財
源
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
や
1
月
の
大
雪
の
影
響
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
２
０

９
・
９
％
増
の
47
億
３
０
１
６
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
に
よ
り
寄
附
金
が
68
・
３
％
増
の
８

８
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳　

出
●

　

総
務
費
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
実
施
し
た
事
業
が

大
き
く
影
響
し
、
１
４
１
・
８
％
増
の
42
億
６
９
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭
蕉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
や
、
各
種
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
62
・
８
％
増
の
９
億
９
０
６

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
児

童
・
生
徒
お
よ
び
教
員
に
１
人
１
台
の
Ｐ
Ｃ
端
末
を
整
備

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
16
・
８
％
増
の
13
億
８
３
６
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
大
雪
の
影

響
に
よ
り
除
排
雪
経
費
の
決
算
額
が
平
年
を
大
き
く
上

回
っ
た
が
、
国
庫
補
助
金
お
よ
び
特
別
交
付
税
な
ど
に
よ

る
手
厚
い
財
政
措
置
に
よ
り
収
支
財
源
超
過
額
を
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
末
か
ら
１
億
９

７
９
３
万
円
増
加
し
、
総
額
16
億
１
９
６
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら
９
４
９
１

万
円
増
加
し
、
総
額
１
２
５
億
４
７
４
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
普

通
債（
建
設
事
業
債
）の
残
高
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
か
ら

２
億
２
３
１
万
円
増
加
し
77
億
５
０
８
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

人件費（15.1%）

物件費（8.6%）

補助費等（23.9%）

普通建設事業費（12.6%
）

扶助費（15.4%）

公債費（7.2%）

繰出金（9.0％）

歳出

歳入総額
161億985万円

歳入

市　税
27億2,988万円
（16.9％）

その他
12億
8,699万円
（8.0%）

地方交付税
43億9,120万円
（27.2%）

県支出金
11億
4,509万円
   （7.1%）

国庫支出金
47億3,016万円
（29.4%）

歳出総額
156億2,348万円

市 債
11億6,950万円
（7.3%）

衛生費
9億3,600万円
（6.0%）

土木費
16億6,314万円
（10.7%）

消防費　4億5,718万円（2.9%）

教育費
13億8,368万円
（8.9%）

公債費
12億2,296万円
（7.8％）

商工費　9億9,063万円（6.4%）

議会費　1億5,629万円（1.0％）

労働費
1億1,446万円
（0.7%）
農林水産業費
7億4,791万円
（4.8%）

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　
（
3.2
％
）

積
立
金（
3.8
％
）

総務費
42億693万円
（26.9%）

民生費
37億3,891万円
（23.9%）

諸収入
3億5,759万円（2.2%）

繰入金
2億9,944万円（1.9%）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地方特例交付金
法人事業税交付金
環境性能割交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 付 金

3億   337万円
1,686万円

4億9,634万円
1億6,365万円
1億   696万円
1,881万円
2,196万円
1,357万円
286万円
1,215万円
1,412万円
2,571万円
245万円
8,818万円

（その他の内訳）（その他の内訳）

災害復旧費 539万円

貸
付
金（
1.3
％
）
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市
は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
、
合
併
処
理
浄
化
槽
（
以
下
、
下
水
道

等
）
の
整
備
を
拡
大
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

区
で
ご
自
宅
の
水
洗
化
工
事
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
指

定
区
域
内
で
浄
化
槽
を
未
設
置
の
場
合

は
、
お
早
め
に
接
続
、
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
下
水
道
等
使
用
開
始
ま
で
の
流
れ

①
接
続
工
事
業
者
の
選
定
（
勝
山
市
下
水

道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
か
ら
選
び

ま
す
）

②
工
事
の
申
請
・
着
手
（
手
続
き
は
業
者

が
代
行
し
ま
す
）

③
工
事
完
了
後
、
市
の
検
査

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　

設
置
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

公共下水道
区　　名 ％ 区　　名 ％

勝山地区 95.3 荒土地区 81.5
元町１～３ 94.7 松　田 86.9
昭和町１～３ 97.4 田名部 100.0
旭町１～２、旭毛屋町 97.3 布　市 79.0
立川町１～２ 94.3 清水島 77.5
本町１～４ 92.4 北新在家 81.1
栄町１～５ 92.6 別　所 91.7
沢町１～２ 93.1 細野口 66.9
芳野町１～２ 95.6 北宮地 92.4
猪野瀬地区 93.4 堀　名 74.8
猪野口 80.5 伊　波 82.5
若猪野 96.0 妙金島 8.5
北市・上高島・下高島 89.9 新　保 90.5
下毛屋･毛屋町 93.4 松ヶ崎 94.4
猪　野 94.3 鹿谷地区 80.9
片　瀬 92.6 保　田 88.6
片瀬町１～２ 97.4 西光寺 82.1
平泉寺地区 72.7 北西俣 66.9
平泉寺 71.3 矢戸口　※ 51.8
岡横江 81.6 本　郷 86.1
村岡地区 94.5 西遅羽口 67.5
郡 100.0 東遅羽口 63.8
五本寺 100.0 杉　俣 91.4
黒　原 100.0 志　田 92.0
暮　見 92.7 発　坂 94.9
寺　尾 86.9 保田出村 86.3
浄土寺 85.9 遅羽地区 80.1
滝波町１～５ 93.8 嵭　崎 100.0
郡町１～３ 97.6 大　袋 94.5
長山町１～２ 92.7 新　道 98.5
上芳野 100.0 北　山 79.5
野向地区 82.5 蓬　生 40.8
竜　谷 94.2 中　島 80.6
竹　林 － 千代田 18.2
聖　丸 88.2 比　島 －
深　谷 45.8 合 計 91.3

農業集落排水
区　　名 ％ 区　　名 ％

神谷地区 100.0 勝山東部地区 88.6
栃神谷 100.0 赤　尾 92.1
薬師神谷 100.0 笹　尾 79.6
北野津又地区 100.0 大　渡 92.3
勝山西部地区 83.2 壁　倉 100.0
西妙金島 67.6 岩ケ野 70.5
檜曽谷 93.0 大矢谷 87.8
新　町 93.8 神　野 100.0
志比原 70.0 経　塚 61.1
上森川 100.0 上　野 61.9
下森川 86.7 下荒井 85.9
東　野 79.7 伊知地・坂東島地区 68.9
上　野 79.4 伊知地 76.1
中清水 75.0 坂東島 60.5

合 計 82.3

合併処理浄化槽
区　　名 ％ 区　　名 ％

北谷地区 36.3 荒土地区 53.5
中　尾 44.4 境 53.6
北六呂師 16.7 戸　倉 83.3
河　合 0.0 西ヶ原 28.6
木根橋 23.8 新　道 64.3
小　原 0.0 その他地区 28.0
谷 0.0 野向町牛ケ原 50.0
杉　山 0.0 野向町横倉 0.0

村岡町滝波 61.5
平泉寺町小矢谷 0.0
合 計 43.5

• 水洗化率＝下水道等に接続済の人口／下水道等に
接続できる人口
• 「－」は未整備または整備中の地区
• ※印は、供用開始から3年未満の地区

公
共
下
水
道
等
へ
の

早
期
接
続
、
合
併
浄
化
槽

設
置
の
お
願
い

各地区別水洗化率（令和3年3月末）
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令
和
令
和
22
年
度
年
度 

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）　

☎
88
‐
８
１
０
９

業
務
状
況（
表
①
参
照
）

　

令
和
2
年
度
は
、
給
水
人
口
が
3
6
3

人
減
少（
前
年
度
比
1
・
67
％
減
）し
た
も

の
の
、
給
水
戸
数
は
84
戸
増
加
（
前
年
度

比
1
・
12
％
増
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人

口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
年
間
総
配

水
量
、
年
間
有
収
水
量
が
前
年
度
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
有
収
率

は
漏
水
修
繕
の
実
施
に
よ
り
前
年
度
よ

り
0
・
37
％
上
昇
し
ま
し
た
。

財
政
状
況（
表
②
参
照
）

　

当
年
度
の
総
事
業
収
益
は
4
億
８
９

７
４
万
円
、
総
事
業
費
用
は
4
億
７
７
３

６
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
年
度
は
純
利
益
１
２
３

７
万
2
千
円
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
9
8
1
9
万
2

千
円
、
資
本
的
支
出
は
2
億
8
9
5
6
万

5
千
円
と
な
り
、
こ
の
1
億
9
1
3
7
万

3
千
円
の
不
足
額
は
、
損
益
勘
定
留
保
資

金
及
び
減
債
積
立
金
取
崩
額
で
補
填
し

ま
し
た
。

総
括
事
項

　

営
業
収
益
は
、
前
年
度
比
3
・
52
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
収
入
で
あ
る
給

水
収
益
は
、
人
口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比
3
・
61
％
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。
外
出
自
粛
や
休
業
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
小
口
径（
主
に
家
事
用
）の
給

水
収
益
が
増
加
し
た
以
上
に
、
中
口
径
か

ら
大
口
径（
営
業
用
、工
業
用
、学
校
用
等
）

の
給
水
収
益
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

　

一
方
、
営
業
費
用
は
、
人
件
費
が
増
額

と
な
り
、前
年
度
比
0
・
86
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
漏
水
修
繕
の
実
施
に
よ
り
有

収
率
が
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
水
収
益
が
減
少
す
る
中
で
も
、
維
持
管

理
費
の
削
減
に
努
め
、
経
常
収
支
は
安
定

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
34
年
の
事
業
創
設
か
ら

約
60
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
管
路
や

設
備
の
更
新
の
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
地
震

な
ど
の
災
害
に
備
え
た
強
靭
化
や
耐
震

化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
３

月
に
策
定
し
た
勝
山
市
水
道
事
業
経
営

戦
略
に
基
づ
き
、
管
路
な
ど
の
更
新
お
よ

び
耐
震
化
を
進
め
る
予
定
で
す
が
、
多
額

の
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
国
庫
補
助

金
や
保
有
資
金
の
計
画
的
な
活
用
と
と

も
に
、
料
金
改
定
も
含
め
、
財
源
を
確
保

し
財
政
的
基
盤
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
清
浄

で
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
既

存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、、
更

な
る
経
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
は
、
市
立

図
書
館
に
あ
る
決
算
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

表①　業務状況
項 目 業 務 量 前 年 度 比
給 水 人 口 21,418人 -1.67％
給 水 戸 数 7,578戸 1.12％
年 間 総 配 水 量 2,736,198㎥ -2.57％
年 間 有 収 水 量 2,250,827㎥ -2.13％

1日 最大配水量 12,873㎥
令和3年1月11日 -1.45％

有 収 率 82.26％ 0.37％
比率ではなく上昇数

導送配水管延長 346,780.8m 0.02％

表③　主な改良事業
事 業 名（ 工 事 名 ） 地 係 事 業 費

（ 工 事 費 ）
地 上 式 消 火 栓
設 置 工 事

片 瀬 町
1 他 647万8千円

水道施設耐震化・更新
計画作成業務委託 元 町1他 1,034万円

立川水源地　薬注盤
シーケンサ更新工事 立川町2 678万6千円

新道～境　遠方監視設
備 更 新 工 事

荒 土 町
境 他 730万4千円

若 猪 野 水 源 地
1号 井 さ く 井 工 事 若 猪 野 2,205万5千円

若 猪 野 水 源 地
1号井機械設備工事 若 猪 野 1,166万円

若 猪 野 水 源 地
1号井電気設備工事 若 猪 野 628万1千円

境 配 水 池
配水流量計更新工事

荒 土 町
細 野 677万3千円

表②　財政状況
【収益的収支（税抜）】
区　分 R2年度決算額 R1年度決算額
収　入 4億8,974万円 5億892万円
支　出 4億7,736万8千円 4億7,680万8千円
差　引 1,237万2千円 3,211万1千円

【資本的収支（税込）】
区　分 R2年度決算額 R1年度決算額
収　入 9,819万2千円 1億2,489万2千円
支　出 2億8,956万5千円 3億2,216万1千円
差　引 -1億9,137万3千円 -1億9,726万8千円
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

お知らせ・行事案内

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

人権擁護委員のご紹介

　７月１日付で法務大臣より人権
擁護委員に委嘱されました。
再任▶笠羽忠恭氏（北郷町坂東島）
問未来創造課（市役所2階）　
　☎88 ｰ 1115

９月は市民提案月間
「市長への手紙」

　勝山をさらによくするためのご
意見やご提案を「市長への手紙」に
して、ぜひお聞かせください。
提出方法▶手紙、メールなど
提出先▶総務課広報広聴係
〒911-8501
　勝山市元町１丁目１番１号
E-mail:kouhou@city.katsuyama.lg.jp
注意事項
・ 必ず住所、氏名、電話番号を記
載してください
・ 地域のご要望や苦情などは、各
区長を通してお申し出ください
・ 特定の個人や事業者などへの誹
謗中傷はお受けできません
その他
・ 記載された個人情報は、目的以
外には利用しません
問総務課（市役所2階）
　☎88 ｰ 1114

何
気
な
い
日
常
の
風
景
の
中
に

溶
け
込
ん
で
い
る
七
里
壁
。
丸
い

川
原
石
を
高
く
積
み
上
げ
た
石
積

み
を
見
上
げ
て
触
っ
て
、
旧
勝
山

城
下
の
歴
史
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
M
）

　

勝
山
城
下
町
の
魅
力
を
知
る

方
々
は
、
そ
の
魅
力
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想

い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
町
並
み
を
、
今
一
度

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。

（
S
）

編
集
後
記

大野・勝山地区縁結び
結婚相談会

時9月26日㈰午前9時～正午所多
田記念大野有終会館（結とぴあ）
201、202号室内地域の縁結びさ
んによる結婚相談やお相手紹介
（個別相談）対結婚を考える25～
40歳までの独身男女（大野市・勝
山市在住者）締9月24日㈮
申・問福井県「地域の縁結びグルー
プ　結いザウルス・縁結びの会」
　☎090 ｰ 8269 ｰ 8529

第７回共催展 お城で左義長

時9月26日㈰午後2時～ 2時30分
所勝山城博物館２階　障壁画ホー
ル内勝山左義長ばやし保存会によ
る太鼓演奏定100人費無料（入館
料（＊）は別途必要）
＊ 勝山在住の方は、住所が分かる
ものを提示すると2割引き

申・問勝山城博物館　☎88 ｰ 6200

ブータンミュージアム
に行こう！

時10月2日㈯午前10時～ 11時30
分所ブータンミュージアム(鹿谷町
保田）定15人締9月24日㈮
申・問野向公民館　☎88 ｰ 0265

須川展也
サクソフォン・リサイタル

時11月20日㈯午後2時
～（午後1時30分開場）
所市民会館大ホール費
大人1,500円（全席自由）
◆チケット販売開始日
時9月16日㈭所勝山サンプラザイ
ンフォメーション、史蹟・文化課
問史蹟・文化課（教育会館2階）
　☎88 ｰ 8113

詳細は
こちら
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

◆
追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と

き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
場
合
、

右
記
の
期
間
に
つ
い
て
は
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、「
追
納
制
度
」を
利
用
し
て
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
残
り
の

納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し
て
い

な
い
場
合
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん

※
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
は
追
納
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん

※
追
納
は
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の

う
ち
、
原
則
古
い
期
間
の
保
険
料
か
ら

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

※
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承

認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
経
過

期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を
お
勧

め
し
ま
す
。

将
来
受
け
取
る
年
金
額
の
ア
ッ
プ
の
た
め
に

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
８
１
０
２

【
令
和
３
年
度
中
に
追
納
し
て
い
た
だ
く
際

の
保
険
料
】

県
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
1
1
1
4

　

８
月
31
日
、
水
上
市
長
、
田
中
県
議
会

議
員
お
よ
び
関
係
課
長
が
県
庁
を
訪
れ
、

市
が
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
内
容

を
ま
と
め
た
要
望
書
を
知
事
に
提
出
し

ま
し
た
。

最
重
要
要
望

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

へ
の
対
応

　

長
期
的
な
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
る
財
政
支
援
、
地
域
経
済
活

動
へ
の
支
援
継
続
な
ど

②
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
（
長
尾
山
総
合
公

園
）の
今
後
の
整
備
・
運
営

③
県
立
大
学
新
設
学
部
の
勝
山
市
内
設

置
・
恐
竜
関
連
施
設
の
集
約

④
一
般
国
道
１
５
７
号
勝
山
市
〜
大
野

市
間
の
４
車
線
化

⑤
一
級
河
川
大
蓮
寺
川
河
川
改
修
事
業

の
整
備
促
進
な
ど

　

一
級
河
川
大
蓮
寺
川
河
川
改
修
事
業

の
早
期
完
成
、
防
災
・
安
全
交
付
金
（
下

水
道
事
業
）の
予
算
確
保

そ
の
他

　

主
要
地
方
道
篠
尾
勝
山
線
の
早
期
着

工
・
開
通
に
つ
い
て
、
中
学
校
再
編
に
伴

う
中
高
の
連
携
に
つ
い
て

※
最
重
要
要
望
以
外
に
も
重
要
要
望
も

県
へ
提
出
し
て
い
ま
す

全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除 備　考
平成23年度の月分 15,350円 11,510円 7,680円 3,830円
平成24年度の月分 15,200円 11,400円 7,600円 3,800円
平成25年度の月分 15,180円 11,380円 7,590円 3,790円
平成26年度の月分 15,330円 11,500円 7,660円 3,830円
平成27年度の月分 15,650円 11,740円 7,820円 3,920円
平成28年度の月分 16,310円 12,230円 8,150円 4,070円
平成29年度の月分 16,520円 12,390円 8,260円 4,130円
平成30年度の月分 16,360円 12,260円 8,180円 4,080円
令和元年度の月分 16,410円 12,310円 8,200円 4,100円 加算なし
令和2年度の月分 16,540円 12,400円 8,270円 4,130円

重要要望の
詳細はこちら
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